
宙
観
が
と
っ
て
代
わ
っ
た
も
の
が
中
世
以
来
の

「
単
一
の
」
宇
宙
観
で
あ
る
こ
と
は
き
わ
め
て
疑

わ
し
い
と
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
　
ニ
ュ
ー
ト
ン
が

「
最
後
の
錬
金
術
師
」
で
あ
っ
た
こ
と
は
さ
て
お

く
と
し
て
も
。

　
　
（
四
六
凋
　
二
六
五
頁
　
一
九
七
七
年
一
ご
月
　
白

　
　
水
社
「
ヘ
ル
メ
ス
叢
書
」
4
　
二
、
二
〇
〇
円
）

　
　
　
　
　
　
（
川
島
昭
央
　
京
都
大
学
大
学
院
生
）

ジ
ュ
ー
ル
・
ミ
シ
ュ
レ
薯
【

大
野
一
郎
訳

　
『
民
　
衆
』

　
ミ
シ
ュ
レ
（
一
七
九
八
～
一
八
七
四
）
は
『
フ

ラ
ン
ス
革
命
史
』
の
な
か
で
、
　
「
こ
の
歴
史
に
は

ひ
と
り
の
英
雄
し
か
い
な
い
。
す
な
わ
ち
、
民
衆

で
あ
る
。
」
と
述
べ
て
い
る
が
、
本
書
が
上
梓
さ

れ
た
一
八
四
六
年
は
、
　
『
フ
ラ
ン
ス
革
命
史
』
執

筆
の
前
年
に
あ
た
り
、
民
衆
史
家
ミ
シ
ュ
レ
生
誕

の
重
要
な
エ
ポ
ッ
ク
を
な
す
時
期
で
あ
る
。

　
本
書
を
貫
く
歴
史
観
の
特
色
は
、
民
衆
不
在
の

歴
史
へ
の
反
省
・
民
衆
史
の
復
権
に
と
ど
ま
ら
ず
、

よ
り
積
極
的
に
、
民
衆
を
歴
史
の
表
舞
台
に
主
役

と
し
て
登
場
さ
せ
た
こ
と
に
あ
る
。
そ
し
て
、
そ

の
役
回
し
は
、
　
「
民
衆
の
子
と
し
て
私
は
民
衆
と

共
に
生
き
て
き
た
。
私
は
民
衆
を
知
っ
て
い
る
。

そ
れ
は
私
自
身
な
の
だ
。
」
（
本
書
一
五
七
頁
）
と
自

負
す
る
ミ
シ
ュ
レ
本
人
を
お
い
て
は
誰
も
い
な
い
。

　
以
下
、
本
書
の
要
点
を
述
べ
る
。

　
ミ
シ
ュ
レ
は
、
十
九
世
紀
中
葉
の
フ
ラ
ン
ス
社

会
を
分
析
し
、
次
の
よ
う
に
慷
慨
し
て
い
る
。

「
フ
ラ
ン
ス
が
刻
々
と
下
り
坂
に
な
り
、
ア
ト
ラ

ン
テ
ィ
ス
の
よ
う
に
沈
ん
で
ゆ
く
の
が
見
え
る
で

は
な
い
か
！
」
　
（
三
一
百
ハ
）
こ
の
よ
う
な
フ
ラ
ン

ス
の
凋
落
の
根
本
原
因
は
「
機
械
主
義
」
　
（
皿
機

械
万
能
）
で
あ
る
。
イ
ギ
リ
ス
流
に
、
政
治
・
経

済
構
造
の
近
代
的
転
換
を
図
る
過
程
で
、
フ
ラ
ン

ス
社
会
に
は
何
と
精
神
の
荒
廃
と
人
間
不
在
が
進

行
し
て
い
る
こ
と
だ
ろ
う
。
　
「
機
械
主
義
の
支
配

す
る
と
こ
ろ
に
あ
る
の
は
祖
国
を
欠
い
た
国
家
で

あ
る
。
技
術
や
芸
術
を
欠
い
た
産
業
や
文
学
で
あ

る
。
検
討
を
欠
い
た
哲
学
で
あ
る
。
人
間
を
欠
い

た
人
類
な
の
で
あ
る
。
」
（
一
四
一
頁
）
と
い
う
痛

烈
な
機
械
文
明
批
判
は
、
現
代
社
会
に
も
連
な
る

人
聞
疎
外
の
問
題
を
投
げ
か
け
て
い
る
。
ミ
シ
ュ

レ
に
よ
れ
ば
、
こ
の
窮
状
を
打
開
す
る
道
は
、
忘

却
の
か
な
た
に
あ
る
疎
篭
の
復
権
を
お
い
て
は
あ

り
え
な
い
。
　
「
民
衆
に
お
い
て
も
、
地
質
学
に
お

け
る
の
と
ま
っ
た
く
同
様
、
熱
は
下
の
方
に
あ
る
。

降
り
て
い
き
た
ま
え
。
熱
が
増
大
す
る
の
が
見
ら

れ
る
だ
ろ
う
。
低
い
層
に
お
い
て
熱
は
燃
え
上
が

っ
て
い
る
。
」
（
一
三
四
頁
）
冷
酷
な
近
代
社
会
に

あ
っ
て
も
、
下
方
で
は
、
地
熱
に
喩
え
ら
れ
る
民

衆
の
生
活
の
ヴ
ィ
ヴ
ィ
ッ
ド
な
息
吹
き
が
感
じ
ら

れ
る
の
で
あ
る
。

　
そ
れ
で
は
、
一
体
、
民
衆
と
は
何
か
。
ミ
シ
ュ

レ
は
、
民
衆
の
属
性
に
つ
い
て
多
く
の
雷
辞
を
費

し
て
い
る
。
民
衆
と
は
、
本
能
と
行
動
の
人
で
あ

り
、
素
朴
で
無
垢
な
人
で
あ
り
、
子
供
の
よ
う
な

心
の
持
主
で
あ
る
。
　
「
子
供
は
民
衆
を
通
訳
す

る
。
」
（
一
七
二
頁
）
と
り
わ
け
、
　
「
農
民
は
フ
ラ

ン
ス
と
合
法
的
な
婚
姻
で
結
ば
れ
た
。
」
（
＝
二
五

頁
）
と
い
う
表
現
か
ら
、
中
世
以
来
の
典
型
的
農

民
「
善
人
ジ
ャ
ッ
ク
」
を
民
衆
の
代
蓑
と
み
な
す

こ
と
が
で
き
る
。

　
し
か
し
、
ミ
シ
ュ
レ
の
民
衆
像
は
き
わ
め
て
陵

昧
で
あ
る
。
彼
は
基
本
的
に
、
意
思
の
社
会
を
ブ

ル
ジ
ョ
ア
と
民
衆
の
二
大
階
級
対
立
と
捉
え
な
が

ら
、
一
方
で
は
商
工
業
者
や
ブ
ル
ジ
ョ
ア
を
民
衆

と
同
列
生
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

「
ブ
ル
ジ
コ
ワ
ジ
ー
が
民
衆
よ
り
出
て
、
そ
の
活
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力
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
よ
っ
て
高
ま
り
、
そ
し
て
突

然
の
勝
利
の
さ
な
か
に
…
…
」
　
（
＝
＝
頁
）
と

述
べ
る
ミ
シ
ュ
レ
に
は
、
ブ
ル
ジ
ョ
ア
と
民
衆
が

同
じ
根
か
ら
分
岐
し
た
の
だ
と
の
意
識
が
あ
る
。

た
だ
、
フ
ラ
ン
ス
革
命
後
、
半
世
紀
の
あ
い
だ
に
、

ブ
ル
ジ
糞
ア
は
、
機
械
主
義
に
呑
み
込
ま
れ
て
、

無
気
力
で
利
己
的
な
「
光
」
の
階
級
に
変
貌
し
、

一
方
、
民
衆
は
相
変
ら
ず
無
視
さ
れ
、
軽
蔑
さ
れ

続
け
て
、
　
「
野
蛮
人
」
に
と
ど
ま
っ
て
は
い
た
が
、

な
お
フ
ラ
ン
ス
の
伝
統
に
忠
実
で
、
情
操
豊
か
な

「
熱
」
の
階
級
の
ま
ま
で
あ
る
。

　
ブ
ル
ジ
ョ
ア
と
民
衆
が
同
根
で
あ
る
こ
と
の
最

大
の
証
拠
は
、
両
者
が
同
じ
陣
営
に
属
し
て
フ
ラ

ン
ス
革
命
を
戦
い
抜
い
た
こ
と
で
あ
る
。
　
「
父
た

ち
は
自
分
た
ち
と
フ
ラ
ン
ス
の
た
め
に
、
献
身
と

犠
牲
と
い
う
独
創
性
を
守
り
つ
づ
け
て
い
た
。
」

（
二
六
二
頁
）
と
か
、
「
世
界
中
の
注
目
を
あ
び
た

未
来
を
照
ら
す
燈
台
」
　
（
同
頁
）
と
フ
ラ
ン
ス
革

命
を
絶
賛
す
る
ミ
シ
ュ
レ
に
お
い
て
、
フ
ラ
ン
ス

革
命
こ
そ
が
、
他
国
の
追
従
を
許
さ
な
い
フ
ラ
ン

ス
の
崇
高
な
理
念
と
、
歴
史
の
完
壁
性
・
普
遍
性

を
現
出
さ
せ
た
の
で
あ
り
、
こ
の
革
命
を
成
就
さ

せ
た
民
衆
の
内
に
、
豊
か
な
精
神
文
…
明
の
結
晶
が

見
出
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
機
械
主

義
の
悪
弊
を
排
し
、
フ
ラ
ン
ス
再
生
の
道
が
あ
る

と
す
れ
ば
、
フ
ラ
ン
ス
革
命
の
原
点
に
立
帰
っ
て
、
、

フ
ラ
ン
ス
の
価
値
を
再
認
識
す
る
こ
と
で
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
ミ
シ
ュ
レ
は
、
民
衆
の
出
で
あ
る

ブ
ル
ジ
ョ
ア
が
、
民
衆
と
同
じ
精
神
風
土
を
享
受

す
る
こ
と
に
希
望
を
つ
な
い
で
い
る
の
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
民
衆
概
念
の
曖
昧
さ
は
、

本
書
後
半
部
を
愛
国
主
義
一
色
で
塗
り
つ
ぶ
し
て

し
ま
う
原
因
と
な
っ
て
い
る
こ
と
は
否
め
な
い
。

「
祖
国
」
、
「
愛
国
」
、
「
天
才
」
、
「
伝
統
」
、
「
統
一
」
、

「
犠
牲
」
…
…
と
続
く
言
葉
は
、
　
「
美
し
国
フ
ラ
ン

ス
」
的
発
想
を
逸
脱
し
た
国
粋
主
義
の
臭
を
も
っ

て
い
る
。
　
「
フ
ラ
ン
ス
の
伝
統
は
、
中
断
さ
れ
る

こ
と
の
な
い
、
は
て
し
な
い
一
続
き
の
光
で
あ
り
、

世
界
が
常
に
そ
こ
に
ま
な
ざ
し
を
注
い
で
い
る
銀

河
な
の
で
あ
る
。
」
（
二
七
一
頁
）
な
ど
は
、
ま
さ

に
中
華
思
想
的
発
想
で
あ
っ
て
、
異
様
な
感
じ
す

ら
与
え
る
。
さ
ら
に
、
　
「
天
才
と
い
わ
れ
る
者
と

素
朴
な
人
々
と
の
、
ひ
そ
か
な
血
縁
関
係
」
　
（
二

〇
〇
頁
）
や
、
「
民
ノ
コ
エ
ハ
、
神
ノ
コ
エ
」
（
二

〇
三
頁
）
は
、
そ
れ
ぞ
れ
、
英
雄
待
望
論
、
民
衆

無
謬
論
に
つ
な
が
る
危
険
な
思
想
で
あ
る
。
し
か

も
、
結
局
、
本
書
で
は
、
罠
衆
史
へ
の
学
問
的
方

法
論
は
示
さ
れ
ず
に
お
わ
っ
て
し
ま
っ
た
。

　
け
れ
ど
も
、
こ
の
よ
う
な
批
判
を
ミ
シ
ュ
レ
に

あ
び
せ
て
も
む
だ
で
あ
ろ
う
。
彼
と
て
時
代
の
子

で
あ
る
。
む
し
ろ
、
産
業
革
命
以
後
、
急
テ
ン
ポ

で
展
開
さ
れ
る
機
械
文
明
に
対
す
る
精
神
の
危
機

を
逸
早
く
騙
取
し
た
こ
と
に
驚
異
の
念
を
、
ま
た
、

圧
殺
さ
れ
て
ゆ
く
民
衆
に
心
底
か
ら
愛
情
と
共
感

を
抱
き
つ
つ
、
民
衆
側
か
ら
歴
史
を
書
き
お
こ
そ

う
と
し
た
態
度
に
畏
敬
の
念
を
禁
じ
え
な
い
。

　
本
書
冒
頭
の
「
こ
の
本
は
一
冊
の
本
以
上
の
も

の
で
あ
る
。
私
自
身
で
あ
る
。
」
（
七
頁
）
と
い
う

二
葉
に
は
、
彼
の
並
々
な
ら
ぬ
決
意
が
窺
わ
れ
る

し
、
直
接
、
民
衆
を
探
訪
し
た
時
の
エ
ピ
ソ
ー
ド

の
う
ち
に
は
、
マ
ル
ク
・
ブ
ロ
ッ
ク
の
い
う
「
食

人
鬼
」
を
彷
彿
さ
せ
る
も
の
が
あ
る
。
と
も
あ
れ
、

本
書
は
民
衆
史
の
宣
言
の
書
で
あ
る
と
い
っ
て
過

言
で
は
あ
る
ま
い
。
そ
し
て
、
こ
の
ミ
シ
ェ
レ
の

民
衆
中
ハ
は
、
約
一
世
紀
一
を
経
て
、
マ
ル
ク
・
ブ
ロ

ッ
ク
と
リ
ュ
シ
ア
ン
・
フ
ェ
ー
ヴ
ル
の
標
榜
す
る

「
生
き
た
歴
史
学
」
に
継
受
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　
　
（
B
6
判
三
二
穴
頁
　
一
九
七
七
年
＝
一
月
　
み

　
　
す
ず
書
房
　
二
〇
〇
〇
円
）

　
　
　
　
　
（
阿
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雄
二
郎
大
阪
外
国
語
大
学
講
師
）
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